
広報 N０.1６９

昭和62年 ７月15日

発行 ・編婁　 国見町企画課

お
も
な
内
容

基 本 計 画 まと まる ‥‥ ‥‥‥‥‥ ‥2 --一３

一 国 見町 公共 下 水 道 一

菊 地 町 長 ，元 気な 顔 を 見 せる … … … … ４

ふ 勍 と の文 化 財… … … … … … … … … ５

おし ６ せ … … ………- ‥-… ……･ … … ６～ ７

公 民 館 だ より … … … … … ……･ … … ８'~９

わ だい … …… …… … … … … … … … … …10

８゙ ７

７
月

福島信用金庫国見支店

岡 田明 美 さ ん(25歳)( 貝田字寺脇5 一雄さんの長文)

岡田さんは短大卒業後、57年４月に入庫｡61 年１月から役場出納室に派遣

され、公金の収納及び支払いの事務を担当しています。
償金は「すべての寒庭にしあわせを、すべての企業に繁栄をJ をモットー

に、地元に密着し、愛される金融機関となるよう職員一同努力しています。
「出納室は、明るくて、とても楽しい職場です」と話す岡田さん。ひかえめ
で。もの静かなお嬢さんです。



基本計画まとまる

一国見町公共下水道－

下
水
道
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
よ
っ
て
、
蚊
や
ハ
エ

の
い
な
い
衛
生
的
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
雨

に
よ
る
浸
水
か
ら
暮
ら
し
を
守
り
。
川
や
海
の
汚
れ
を
防

ぐ
大
切
な
役
割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
健
康
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

下
水
道
整
備
の
た
め
の
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
ほ
ど
、
そ
の

基
本
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

基
本
計
画
の
概
要

目
標
年
次
は
、
お
お
よ
そ
二
十
年

後
の
昭
和
八
十
年
と
し
、
計
画
処
理

区
城
は
、
現
在
の
市
街
化
Ｋ
城

匸
二

七
ヘ
ク
々
’
Ｉ
ル
と
目
標
年
次
ま
で
の

市
街
化
恕
定
区
域
、
さ
ら
に
沖
化
セ
ン

タ
ー
周
辺
区
域
を
含
め
た
一
二

。ニ
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
桑
折
町
の
一
部
を
含
む
）

か
全
体
処
理
区
域
と
な
・
て
い
ま
す
。

緋
除
方
式
は
、
汚
水
と
雨
水
を
別

々
に
処
理
す
る
分
流
式
で
、
計
画
処

理
人
口
は
七
千
五
百
六
十
人
な
ど
と

下
表
の
と
お
り
の
概
要
と
な
・
て
い

ま
ず
。下

水
道
整
備
費

全
体
計
画
処
理
区
域
の
ド
水
道
雛

備

に
要
す

る
費
用

は
、

お
お

よ
そ
四

う

丑
億
円

と
試

算
き

れ
、
こ

の
内
国

庫

補
助
金

約
六

億
円

、
起
債

（
借
人

金

）
約
三

十
六

億
円
を

阯

込
ん
で
、

町

費
か

ら
約
．Ｊ．
億
円
を

投
じ

る
事
業

が
計

画
さ

れ
て

い
ま
す

’

こ

れ

ら
の
費
川

の
う

ち
、
土

地
所

有
者

な
ど

の
受

益
青

の
方
に
む

そ
の

一
部

を
負
担

し

て

い
た
だ
く

こ
と
に

な

り
ま
す

。

今
後
の
整
備
計
画

―
第
一
期
事
業
―

町
で
は
、
昭
和
六
卜
三
年
度
か
ら

ド
水
道
整
備
の
工
事
に
着
手
し
、
昭

和
穴
十
八
年
度
ま
で
を
第
一
期
事
業

と
し
て
、
巾
街
化
区
城
の
一
郎
約
一

円
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
ず
る
計
両
と

な

ご
・
、
い
ま
す
。

国見町公共下水道基本計画の概要
目　　　 標　　 年　　 次 昭和80 年

計 画 処 理 区 域 面 禎 332.  Oha (桑折町分2.5  ﾄ aを含む）

排　　 除　　 方　　 式 分　 流　 式

計　 画　 処　 理　 人　 口 7 . 560人

計　 画　　 汚　 水　 皿

日 平 均　　　3  . 410㎡/ 日

日 最 大　　　4､310 ㎡/ 日

時 間 最大　　　6  .240㎡/ 日

計　 画　　 雨　 水　 量

・降 雨 強度式 ： タルボ ット 式　 （I 一漲 唹 ）

・ 確　 率　 年 ： ７　 年

・ 流 出 係 数:0  . 20～0 . 50

管　　 渠　　 計　　　 画

〈汚　　 水〉

・ 処理区 域 を４つ に分創

・ 幹線管 渠管 径200 ～350

・幹 線管 渠延長 約7.7km （6 幹 線）

〈 雨　　 水〉

・ 原則 として既 設の排 水施 般 を利 用（ ５幹線）

ポ ン プ 施 設 計 画 汚 水幹線　 ４ ケ所 （マ ンホ ールポ ンプ）



国見町流域関連公共下水道基本計画図（汚水）



菊
地
町
長

元

気

な

顔

を

見

せ

る

菊
地
町
長
は
。
六
月
十
九
日
役
場
に
登
庁
し

。
八
時
三
十
分
か
ら

職
員

に
対
し
て
、
長
期
間
に
わ
た
る
入
院

治
療
中

、
職
員
が
一
致
協
力
し
て
町

政
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
し
、
九
時
か
ら
は
、
四

月
に
執

行
さ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
二
十
人
の
議
員
の
皆

様

に
祝
福
の
こ
と
ば
と
、
長
期
欠
動
の

お
詫

び
、
さ
ら
に
町
勢
発
展
の

た
め

に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

町
長
は

、
血
色
も
よ
く
、
九
十
五
キ
ロ

グ
ラ
ム
あ
っ
た
体
重
を
、
医
師

の

厳
格
な
指
導
の
も
と
に
減
量
し
て
現
在
は
七

十
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う

こ
と
で
す

。

ま
た
、
言
梧
は
入
院
前
と
変
わ
り
な
く
、
病
院
で
の
生
活
や
、
歩
行
訓

練
の
横
様
な
ど
を

、
ユ
ー
モ
ア
を
混
じ
え

な
が
ら
お
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。▲元気な饋を見せた菊地町長（民友新聞社提供）

町
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

私
は
、
昨
年
し
爿
．
．
卜
八
川
公
隋
出

張
に
よ

り
、
糾
研
製
藁
に
川
向
き
、
新

匚
場
ｕ
い
明
幹

Ｌ

を
強
く

要
請

い
た
し
．

午

後

か
・
ｈ
大
野
建

段
人

臣

に
陳

情

い

た
す
Ｆ

定
で

あ

り
ま
し

た
が
、
突

然

の

病
職

に

お
そ

わ
れ
、
人

院
治
療

す

る
こ

と
と
な

り
、

妊
期
間

欠
席
を

い

た
し
、

町
民
の

梼
ほ

に

ご
迷
惑

か一
お

か

け

い
た
し
ま

し
て

誠

に
申
し
訳

な

く

、
喪

心
よ

り
お
詫

び
寸
申

し
卜

げ

ま
す皆

ほ
か

ら
の

お
見

舞
や
切

ま
し

に

対
し

ま
し

て
、

心
か

ら
お
礼

と
心
謝
4

‐
・
申

し
Ｌ

げ
ま

す
　

お
陰
漾
で

、
‘ご

語
の

障

害
は
あ

り
ま
せ

ん
か

、
後
遺

球

に
よ
る
ｙ

ｒ

尾

の
リ
（

ビ
リ
テ

ー

シ

．厂
‘
を

続
け
て

ま

い
・．
た
と
こ
ろ

で
あ

り
ま
す

特

に
職
筋

の
屯

瞥
性

を
深
で

認
識

い
た
じ

、

．
卜
し
い

い
復

外
な
・
目
桁

し
て
心

卜
訓

紳
を
爪

点

と
Ｉ
・
た
リ
（

ピ
リ

に
励
ん

で
ま

い
り
ま

し
た

が
、

ル
ー行

馴
練

は
毎
日
欠

か
さ

ず
医
師

の

術
導

を
受
け

な
か

ら
蛻
則
正

し
く
継

続
す

る
こ

と
に
よ

り
、
川

復
が
早

ま

る

と
の
こ

と
で
あ

り
ま
す

．
べ
’
回

は
、

一
．日

の
弁
可

か
お

り
ま
し

た
の
で

、

本

日
．

町
職
八

と
議
口

の

杵
様

に
、

町
妊
室

に

お

い
て
挨

拶
を

い
た
し

ま

し

た従

い
ま

し
て
、
八
Ｕ

定

例
会

に
出

席
と

な
り
ま

す
と

、
十
日

か
ら

．一
週

間
ほ

ど
訓
練

を
停

止
す
る

こ
と

に
な

り
．
訓

練
に
支
障
を

き

た
す
と
の

医

帥
の

診
断
で

あ
り

、
誠

に
心
苦
し

い

次
第
で

あ

り
ま
す

か
、
六
月

の
議
会

は
欠

席
さ
せ

て

い
た
だ
き

た

い
の

で

あ
り

ま
す

し

ば
ら
で

ぷ
り
で

役
場

に
ひ
庁

し

て
、
身

の
引

き
締
ま

る
思

い
か
．い
た

し
感

激

い
た
し
ま
し

た

現
在

の

と
こ
ろ
、

歩
行

訓
練

に
と

Ｊ．
て
最

も
効
呎

の
Ｌ

か
る

段
階
で

あ

り
ま
す

の
で

、
輿
剣

に
訓
練

に
励
み

、

．
卩
む
？

ぐ

出
勤

い
た
し

ま
し
て

、

べ
’
ま
で

休
ん

だ
分
今
挽

同
す

る
よ
う

最

大
の

努
勾

を
し

た
い
と
思

二

ヽ
お

り
ま
す

の
で

、

ご
理

解
と

ご
協
力
を

暘

り
ま

す
よ
う

お
恥

い
申
し

あ
げ
ま

す

．町
民

の
何
様

の

ご
自
愛
を

心
か

ら

お
听

り
巾
し

あ
げ
る

次
第
で

あ
り
ま

す

昭
和
ベ
ト
ニ
弟
ぺ
月
十
九
日

川
見
町
妊

菊
　
地
　
政
　
祐

▲公演の後で、大石さんと八鳥助役

大
石
邦
子
さ
ん

が

講

演

七
月
四
卜
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
溝
賞

で
、
人
石
唏
子
さ
ん
の
講
演
会
か
開

か
れ
ま
し
た
『

町
父
子
家
庭
福
祉
会

（
後
藤
忠
一
会
長
）
の
結
成
十
周
年

記
念
に
催
さ
れ
た
ら
の
で
す
『‐

人
石
き
ん
は
、
本
郷
町
川
身
で
。

ニ
ト
代
の
叨
め
に
乍
故
に
よ
り
恥
自

由
な
身
体
と
な
り
現
在
車
イ
ス
乍
活

の
障
害
者
で
す
　
こ
の
川
卜
数
年
に

反
ぷ
闘
病
生
活
、
加
え
て
肉
親
や
恋

人
と
の
数
ヤ
の
別
れ
を
体
験
、
こ
れ

ら
の
。下
寮
を
爺
り
越
え
て
恥
ら
れ
た

の
は
、
肉
観
や
親
友
、
冊
謾
婦
き
ん

な
ど
回
り
の
人
々
の

。や
さ
し
煢
う

で
あ

い
た
こ
と
、
そ
し
て
限
り
あ
る

命
を
慈
し
λ
で
日
々
生
き
る
大
切
さ

を
切
々
と
、
し
か
む
、
暗

い
か
げ
を

徹
曜
も
み
せ
ず
訴
え
で

。。μ

人
の
聴

衆
に
深
い
感
銘
を
り
え
ま
し
た
。



ふるさとの文化財
4

0藤田古舘・山崎小舘

菊　池　利　雄
●田占舘・ljl崎･1ヽ 舘復元関

(雌田・山崎村地籍伺によ って作成)

藤
田
古
舘

酳

４

陥
恥

・
山
崘
小

舘

ふ
冖

は
、
滝
川
の
分
派
川
（
旧

河
道
）
で
あ
る
、
観
月
台
の
堤
と
沢

田
（
旧
湿
田
）
の
両
谷
線
と
に
挾
ま

れ
た
。
舌
状
台
地
の
突
端
部
に
あ
Ｉ。

て
、
ｉ
ｍ
城
の
あ
る
源
宗
山
一
謖

擂

の
南
西
部
山
腿
に
位
置
す
る
台
舘
で

あ
る
。

―
田
古
舘

吻

い

・・
の
南
側
は
、

逆
断
層
に
よ

。
て
地
磐
が
隆
起
し
て

生

じ
た
忽

崖
で

、
眼
ド

に
は
藤

田
の

市
街

地
か

広
が

る
、
西

艇
台
地

と
の

比
高

は
約

八
じ

を
は
か

る
。
西

側
は

淀
川

の
旧
河

辺

に
よ

。
て

形
成

さ
れ

た
商

さ
か
約

八

じ
の
、
東

側

は
沢
田

と
の

比
商

か
約

。。卩
い
の
川

片
段

箟
崖

で
、
北

側

は
山
崎
小

舘

と
の
川

に
深

き

は
未
調
査

で
あ

る
か
、

幅
ニ

ト
ー

～
‥
。。十
に

と
大
蜆

模
な
空

槻

に
よ

っ

て
区

両
さ

れ
た
、

東
西
百

二
十
ｙ

・

附
北

百

三
卜
卜

の
。
略

台
形
状

の
眼

郭
式

台
舘
で

、
人

手
の

虎
口

は
東
側

に
開

か
れ

て

い
た
。

舘

名

は

冫
蹕
田

村
絵
図

』
愀

菽

卜

璢

Ｗ

に

は
古
舘

と
誌

さ
配

蹈

り

虎

川
か
切

通
し
状

と
み

ら
れ
る
占

い

様
式

か
ら

、
築
城

の
時
瑚

は
鎌

倉
時

代

に
さ
か

の
ぽ
る

と
み

ら
れ
、
舘

主

は
伊
達

氏

の
一
家
藤

田
氏

と
考

え
ら

れ
る

。

藤

川
氏

は
、
南
北

朝
時

代
の
貞

和

三
年

（

匸

。円
六

）
、
占

良
貞

家
の

率

い
る
奥
州

北
朝

軍
の
総

攻
撃

を
う

け
て

、
伊
達

氏
と

と
も

に
立

籬

い
た

藤

田
城

・
い
堵
μ

・・
の
城
Ｌ

と
ｌ

わ
れ
。

藤

田
古

舘

は
藤

川
氏

の
平
時

に

お
け

る
眼
小

齢
で

あ

り
、
藤
川
城

は

こ
の

箭

の
詰

め
の
城

と
も

考
え

ら
れ

る
。

降

ご

‘
文
明

ト

ー
年

の
伊
速

成
宗

の

Ｌ

藩

に
従

’。
た
こ

と
か
知

ら
れ

る

そ

の

後
藤

川
氏
は
絶

案
と
な

る
か

、

天

文
年

間
一

に

≒
一
に
、
彫

Ⅲ
俊

宗

の
次
男

匕
郎
晴

近

が
藤

田
の

名
跡

を

再

興
す

る
‘
天

文
の

乱
後

、
俊
宗

と

伊
達
睛
宗

と

の
確
執

か
生

じ
て
、

懸

川
氏

は
亡

ぽ
さ
れ
藤

田
睛

近
は
仙

け

の
夫

、
柵

馬
顧

胤
を
た
よ

っ
て

落
ち

の

び
、
藤

田
氏

は
阿
び
断

絶
し

た
．

人
正
四

年

（

．‐‐
五

じ
六
）
哨

近
の

子
息

宗
和

は
米

沢
城

に
帰
参

し
．

伊

達

輝
宗

は
宗
和

に
藤

田
氏

を
名

の
ら

せ

、
も

と
の

ご
と
く

‐．
家

の
班

に
列

し

た
か

、
藤
Ⅲ

の
旧
傾

を
回

復
し

た

か

は
明

ら
か
で

な

い
．

大
正

十
九

年

豊

臣
秀
古

の
奥

羽
仕

置
に
よ

る
伊

達

氏

の
人
崎

移
封

に
伴

い
、
宗

和

は
南

郎
瀋

と

境
を
接

す
る
江

刺

郡
口
内
舘

・
じ

慥

一
に
移

・

た
．

寛
永
一
了

一

乍

（

ｊ
（

円

円
）
藤

田
宗
景

は
江
刺

邯

伊
ｆ
『ｗ

リ

．に
転
封

と
な

っ

た
か
、

延
宝
久

年

（
一
六

じ
八
）
罪

を
得
て

死
罪

と
な

り
蘓

剛
家

は
亡

ん
だ
‘

山
崎
小
舘

は

律
田
古

舘
の
北

側

に

あ

Ｉ．
て
、

舘
の

北
側

は
集
落

か
立
混

み

遺

構

は

は

っ
き

り
し

な

い
か

、

昭
和

．
．
卜
年
頃

の
空
巾

写
ａ

に
よ

れ

ば
舘

の
輪

郭
は

ほ

ぽ
確

認
き

れ
、

こ

れ
を
明

治

の
地
籍

図

と
の
照
合

と
現

地
蹄

査
の

結
米

を
蹄
ま

え
て

、
そ
の

復
元

を
献

み
れ

ば
東
西

百
卜
に

・
南

北
酉

卜
‥
‥
の
蜆
嗅

を
も

つ
．
略

方
形

状
の
平

地
舘

で
南

側
は
藤

川
占

舘
と

の
間

の
空
堀

で

肉
さ
れ

、
東
側

の
切

崖
而

も
旧
観

を
よ
く

と

ど

め
て

い
る
．

地
割

か
ら
み

て
北

側
か

ら
西
側

に
か

け
て

は
空
堀

か

め
ぐ
ら

さ
れ
て

い
た

と
思

わ
れ

る
か
、

埋

め
立

て

ら
れ
て

痕
跡

は
残

き
れ
て

い
な

い
．

国
土
調
査
進
む

町
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
十
か
年

の
計
両
で
国
土
（
地
籍
）
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
現
在
の
姥
記
所
備

え
付
け
の
『
土
地
登
記
簿
』
や
『
字

限
図
』
か
十
分
な
役
制
を
果
た
し
て

い
な
い
た
め
、
上
地
所
有
者
の
杵
さ

ん
方
に
、
立
ち
会
い
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
精
度
の
高
い
測
量
に
よ
り
、

位
置
、
形
状
、
地
目
な
ど
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し

い
町
づ
く
り
の
計
画
、
実
施
に

役
立
ち
、
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、

権
利
か
確
実
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

調
査
の
進
め
方
は
、
先
ず
艮
抉
物

（
道
路
、
水
路
な
ど
公
共
用
地
）
と

個
人
の
境
界
を
確
認
し
、
そ
の
後
、

各
個
人
の
筆
界
に
境
界
杭
を
、
隣
接

者
協
旙
の
上
打
っ
て
い
た
だ
き
．
町

が
一
筆
ご
と
に
調
査
を
し
．
全
て
調

査
か
終
わ
れ
ば
、
測
量
に
入
り
ま
す
．

こ
の
測
量
に
よ
り
．
そ
れ
ぞ
れ
土
地

の
形
、
面
禎
か
正
確
に
作
成
さ
れ
．

新
た
な
土
地
登
記
簿
と
公
図
と
な
り

ま
す
．

町
で
は
．
昭
和
六
十
二
年
度
は
、

大
技
地
区
を
調
査
区
域
と
し
、
作
業

を
進
め
て
お
り
．
現
在
長
狭
物
の
杭

打
ち
を
終
了
し
、
一
筆
調
査
（
七
月

卜
五
日
～
九
月
十
四
日
予
定
）
の
準

癲
に
入
っ
て

い
ま
す
．

互
い
の
権
利

保
護
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
こ
の
事
業
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
．▲長狹物の抗打ち

杭は、抜いたり、動かしたりしな

いようにお願いします。
位置の変更か生じた掛合は速やか

に役場へ連絡してください。



聴
覚
障
害
者

相
談
会
の
お
知
ら
せ

聴
覚
障

害
者

の
診
査

相
談
会

か
、

次

の
日
程
で

開
催

さ
れ

ま
す

の
で
、

補
装
只

な

ど
で
困

二

ヽ
い
る
こ

と
か

あ

り
ま
し

た
ら
、

ご
利
用

く

だ
さ

い
『
．

て

日
　
畤

昭
和
6
2乍
７
月
3
1日

９
時
洳
分
？
1
4時
加
分

二
、
鳩
　
所

梁
川
町
福
祉
会
館

三
、
持
参
す
る
も
の

○
身
障
手
帳
（
戦
傷
Ｆ
帳
）

（
）
ほ
険
証

Ｃ
印
鑑

自
衛
官
を
募
集

Ｃ
受
付
瑚
川

・
二
等
陸
・
海
・
令
Ｌ
（
1
8歳
以

上
2
5歳
末
満
）

常
時

・
曹
候
補
学
生
（
商
卒
見
込
み
2
1
　

歳
未
湖
者
）

８
月
Ｉ
Ｈ
か
ら
1
0
U
9
日

・
航
空
学
生
（
商
卒
見
込
み
2
0歳

木
満
者
）

８
川
Ｉ
Ｈ
か
ら
9
U
2
6
日

‐０
身
分
・
そ
の
他

・
国
宗
公
務
員
（
特
別
職
）

・
衣
・
食
・
住
は
無
料
支
給

※
詳
し
く
は
自
衛
隊
福
島
旅
集
案
内

所
（
公
三
一
・
五
五
二
九
）
ま
た
は

役
場
住
民
牒
へ
お
た
ず
ね
く
だ
き
い
。

逆
路
に
は
み
出
し
た

枝
を
切
っ
て
く
だ
さ
い

川
道
・
以
道
・
町
逧
・
応
林
ｉ

に

緊
咐
や
囲
氷
の
枝
が
繁
茂
し
．
日
｀
通

し
が
悪
く
、
危
険
な
簡
所
か
み
・
り
れ

ま
す道

路
晩
荐
楾
か
ら
は
み
出
し
て
い

る
部
分
は
伐
採
か
‐
お
頤

い
し
ま
聿

国
保
健
康
優
良
家
庭
を
表
彰

昭
和

六
一

一
年
度

中
、

。
度
し

診

療
を

受
け

な
か

っ
た
他

康
優
良

家
庭

の
表

彰
式

か
、

七
月
六

日
役
場

で
行

わ
れ

ま
し

た
。

こ

の
Ｈ
表
彰

を
受

け

た
の

は
六
Ｉ

一
‘一
家

庭
で

、
こ

の
家

庭
に
其

通
し
て

い
え
る

こ
と

は
、
附

に
健

康
に
吋
す

る
自

覚

と
、
自

分

に
適
し

た
健
康
法

夲
・
ら
’
り
、
実
践

し
て

い
る
と

い
・
つ
こ

と
で

す
．
Ｌへ
ひ

と

り
か

’。・口
分
の

健
曝

は

自
『
分
で
守

る
’一

習
慣

を
身
に

っ
け

た

い
ら

の
で

す

次
に

、
表
彰

さ
れ

た
継

康
優
良

家

庭

を

ご
紹

介
し

ま
す

。

健
康
優
良
家
庭
紹
介

敬
称
略

「
」
十
年
連

続
家

庭
（

一
家
庭
）

▽
廿

野
秋

雄
｛
内

谷
叺

｝

「
」
九
年
連

続
家

庭
（

一
家
庭

）

▽
占

………
タ

カ
｛
μ

川
｝

口

八
年
連

続
家

庭
（

一
家
庭
）

▽
瀬

．冖
阡

、
（
中

部

）

「
」
七

年
連

碗
家

庭
（
二

家
庭

）

▽
り

砂
み
丶
．を
｛

宮
町
北
ヽ

Ｖ
引
地
や

．
（
駅
加

）

口

五

年
連

続
家
庭
（

一
家

庭
）

▽
竹

野
マ
ッ

エ
（
駅
前

）

【
】
四

年
連

続
家
庭
（

三
家
庭

）

▽
長

谷
川
サ
チ

ｆ

（
板

咄
）

▽
人

竹

竹
夫

（
本
町

）

▽
櫺

沢
栄
Ｆ

（
商
城

）

口

三

年
連

枝
家
庭
（

四
家

庭
）

▽
松
浦
信
（
滝
山
）
　
▽
川
中
（

ツ

’第

ご
　

▽
佐
野
眼
光
（
第
九
）

▽
ｈ
沢
方
正
（
人
木
。卩
）

口
二
年
連
続
家
庭
（
十
一
家
庭
）

▽
譽

長
藏

（
富
町
北

）
　

▽
佐
藤

次

郎
（

山
崎
小

縮
）
　

▽
菊
地

あ
さ
ｆ

｛
人
町

南
｝
　

▽
鴨

田
常
雄

（
小

坂
）

▽
実

沢
久
二

郎
（
第

卜
こ
　

▽
佐

藤

ア
キ
（
貝

川
）

▽
佐

藤
忠

助
（
只

川
）
　

▽
佐
藤

定
次

（
艮
田

）

▽
菊

地
正

子

（
貝

川
）
　

▽
瀬

戸

瑞

火
（
中
部

）

▽
佐
久
間

正
ｍ
″
（
第
一

）

ロ

ー
年
家
庭
（
三
十
九
家
庭
）

▽
斎
藤
唯

一

（
錦
町
）
　

▽

富
永
和

Ｆ

（
錦

町
）
　

▽
占
川

ひ
さ
子

（
人

町
廟

）
　

▽
韮

沢
冊

夫
（
大
町

南
）

▽
舟
山
晃

徳

（
人

町
南

）
　

▽
富
樫

行

雄

（
本

町
）
　

▽
人

村
計

（
本
町

）

▽
人

轟
忠

治
郎

｛
富
町

南
｝
　

▽
佐

藤

勝
伊

（
石
ほ

田
東
）
　

▽
宍

戸
皿

郎
（
山
崎

小
舘

）

▽
占

川
栄
作

（
山

崎

小
舘

）
　

▽
化
藤
直

（
滝

山
）

▽
菊

地
消

｛
源
宗

山
東

｝
　

▽
八
を

占

子
（
源
宗

山

良
‥
）

▽
豊
田
操

（
源

宗

山
丙

）
　

▽
雌
Ⅲ
消

油
（
瓦

田
川
）

▽

闌
夲
吹

（
仮
橋

）
　

▽
商
隔

榮
子

（
太
川
川

）
　

▽
一
眸
正

勝

（
恥

田

中

）
　

▽
仲

野
川

助

（
恥

川
中

）

▽
阿

部
幸

雄

（
呶

田

ド
）
　

▽

佐
藤

恵
子

（
小

坂
）
　

▽
簡

田
稗

二
（
内

谷
柬

）
　

▽
福

川
処
代
ｆ

｛
内

谷
束
｝

∇
佐

藤
芳

人

（
荊
二
）
　

▽
武

川
介

人

（
繭

．．．
）
　

▽
佐
藤
ト

ラ
イ

（
第

．．．）
　

▽
村
Ｌ

文

雄
｛
第

九
｝

▽
ぺ

ぎ
次

男

（
他

江
北

）
　

▽
ぺ

咎

柴
犬
（
哈
江

北
）

▽
鈴
木

轟
作

（
Ｕ

川
）
　

▽
商

橋
忠
Ｌ

（
貝

川
）

▽
永

山
正

川

（
貝

川
）
　

▽
叨

沢
は

る
ｆ
｛
片
川
十

｝

▽
後
藤
忠

．
（
高

峨
）
　

∇
什

藤
岩

鯉

（
山
根
）

▽
松
浦

伍
郎

（
築

舘
）
　

∇
佐
謄

要

蔵
｛

北
部

｝
　

▽

鈴
木
直

治
（
川
内

）

▲10 年連 続無受 齢の菅曹1秋雄 さメ



夏
の
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動

今
年
も

、
県

民
総
ぐ

る
み
で

、
暑

さ
や
行
楽

に
よ

る
疲
労

、
覯

の
解
放

感

か
ら
く

る
無
課

迎
転

な
ど

に
よ
る

女

通
事
故
・
を
防

出
し
、
明

る

い
地
域

杜
会

づ
く

り
を
図

る
こ

と
を

月
的

と

し
て
、

匕
月
ニ

ト

ー
日

か
ら

八
月
二

卜
卜
ま
で

の

一
か
月
間

実
吮

さ
れ
ま

す

。死
亡

事
故

は
、
八
月

・
九

月
に
最

し

多
礎
し

て

お
り
、
過

労
・
居

眠

り
・

い
ら

い
ら
に
注
愚

し
、

家
族
杵

さ

ん

で

Ｉ
ヒ

ヤ

ノ

と
し

た
り

「
「

。
」

と
し
た

こ
と
な

ど
を
話

し
（
口
い
ま
し

ま
た

、
ド
ラ
イ

ブ
な

ど
長
時

間

巡

転
す
る
場
（
口
は
、

「
無

理
の

な

い
ス

ケ

ジ

’。‐
ｌ・
ル

」

「
疲

れ
た
ら

休
憩

」

な
ど
を
守
り
ま
し

。‘
う
。

昨
年
一
年
間
の
県
内
の
二
幡
巾
に

よ
る
死
亡
事
故
は
、
過
去
瓦
年
間
で

最
商
と
な
っ
て

い
ま
す
。『

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

ー
ヘ
ル
メ
″
卜
の

正
し
い
竹
川
で
、
安
令
運
転
に
心
掛

け
ま
し

ょ
う
。

町
内
に
は
、
［
交
通
安
全
モ
デ
ル

地
ぼ
］
の
衢
色
い
小
旗
か
取
り
付
け

ら
れ
、
交
通
事
故
防
止
を
呼

び
か
け

て
い
ま
す
。

▲縢田地区にかけられた小旗

健
康
管
理
推
進
の
た
め

電
子
自
動
血
圧
計
を
設
置

町
で
は
、
自
分
の
継
康
は
自
分
で

守
る
と
い
う
意
澱
の
向
上
と
、
健
曝

に
対
す
る
関
心
唆
の
高
揚
の
た
め
、

役
場
斤
介
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

に
電
子
自
助
血
圧
計
を
設
賢
敖
し
ま

し
た
．
こ
れ
は
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
賞
く
じ
の
益
金
を
財
源

と
し
て
、
地
域
の
健
令
な
兇
艇
を
閥

る
た
め
の
普
及
広
報
事
業
か
ら
助
成

金
百
ハ
ト
万
円
を
受
け
て
設
置
し
た

も
の
で
す
．

町
民
の
皆
さ
ん
か
破
極
的
に
活
川

さ
れ
、
健
康
管
理
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
．

▲ 役 場 で

▲ 公 民 館 で

戸籍 の窓口
（６ 月受付 分）

出生おめでとうございます

子 の 名　曄 謾 者　 部 落
芳　江（よ し え）高橋 芳美　山 崎 北
孝　幸（たかゆき）板橋 敏光　並　 柳
推　太（ゆ う た）高野 正喜　鳥　 取
羌　－（こういち）岩峨　 明　川　 内
祐　娩（ゆ う き）占川　渭一一　太 田 川
久　羮（く　　み）讒僖　喜好 凡　 取
祐　芙くゆ　 み）齊藤 伸一　貝　　田
鄒 弥4 ふ み や）菊地 富男　第　 十

結婚おめでとうございます

氏　　 名

古　 川　　 彰

二階 堂　 栄 美r･

鳥　 鳩　　 孝

佐　 藤　 芳　 笥

黒　 川　 芳　 浩
齋　 藤　 智　 了･

中　 ｍ　 う　 司

松　 濔　 利　 技

松　 濔　 斬･--創s

澁　 谷　 久甃子

陲　 嚀　 富　 藏
.弓　 鳩　 茜　 子

部 落

大　 坂

川 俣 町

町　 東

宮　 東

帛 田 下

並　 柳

山　 很

石 毋 田 西

人 木 戸

霊 山 町

石 毋 田r 殍（

福 鳥 市

おく やみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 部　落
阿 郎 槙 次　　58　　 人 木 戸
松　滷　喜一郎　　92　　 大 木 戸
神　林　陽　夫　　66　　 ’寓　　柬
膾　彫　　 哨　　81　　 第　　九
齋　縲　 ソ　ネ　　93　　 町　 柬
佐　臻　 ヨ　テ　　93　　 石母 東
鳥　楫　 ナ　ヲ　　78　　 鳥　 取
古　川 榮　 皃　　 ６０　　 大 町 北
大 襯 忠 餓　　71　　 大 町 噸

我 謇　　 盛　　6S　　
宮 町 北

ｙl　峨　還　男　　52　　 川　 内

人 口 と 世 帯
７月１日現在(前月比)６月中のうごき

人
　
　

卩

咽5,780 人(  十 2 )

女6  , 2 人(  十 6 )

･計 貶 ､ 82 人(  十 8 )

世帯数2.  8戸(  十 1 )

転 入23 人

転 出　12人

出 生　8 人

死 亡　11人

心配ごと相談日
鳩所 ： 役刈 二所 相 鷓 室1 卑側人lli･らjj人り下さい･

時 間： ９時 ～12 時

こまったことや、相談ごとがありましたら、

む気軽 にご相 談 ﾄ  ゙さい．秘密は絶対に守り ます．
〔相談 員〕

７月25 日 (上）後藤　 一・玉手マルヨ

８月５日（水）高橋藤右工門・安藤トヨ

８月15 日 上）商柵　隆雄・佐藤八重子

７月　文月（ふみづき）

18 日 (土）勤労青少年の日

20日（月）海の記念日

23 日 (木）’大　 ●

日 (月）土用の丑

８月　葉月（はづき）

１卩（土）水の日

７日（金）仙台七夕

８卩（土）立　 秋

9 日 ( 日 ) 満　 月

七
月
は
固
定
資
産
税
（
第
二
期
）
の
納
税
の
月
で
す
。
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

8 5 ｰ 2 6 7 6

（有)  4  ｰ  5  6

少
年
仲
間
づ
く
り

教
室
が
開
講

六
月

．」一一

八
日
少
年

仲
間

づ
く

り

教

室
の

開
講
式

が
行

わ
れ
ま

し

た

式

に
は
乍
級

生
と

父
兄
杓

百
人

が

出

席
し

、
井

砂
公
民

館
長

、
来
賓

の

藤

田
小

瀬
戸
校
艮

か

ら
、
開

設
の

目

的
と
励
ま
し
の
こ
と
ば
か
あ
り
ま
し

た
。式

終
了
後
、
体
青
館
で
サ
ー
ク
ル

ぼ
け

い
と
の
指
導
で
楽
し

い
ゲ
・

ふ

を
し
て
、
第
一
回
目
の
学
習
会
を
終

了
し
ま
し
た
．

乍
級
生
は
、
七
月
末
に
行
わ
れ
る

キ
ャ
ン
プ
研
修
を
楽
し
み
に
解
触
し

ま
し
た
．

▲なごやい だ奪回訊の間講式

▲ゲームを楽しむ敕室生

成
人
学
級

”
六

月

の

学

習

”

成
人

学
級
で

は
、

八
月

十
Ｈ
第
一
．

同

目
の

学
習

と
し
て

．
コ

ー
ラ

ス
で

楽

し
み

ま
し

た
．

早

川
精

先
牛

の
指

瞬
で

、「
荒
城

の

の
川

」
の

．
．
部
（
日
叭
‥
、

『
Ｌ

ツ
の
。ｊ

『
矼

の
日
の

思

い
出

‘
な
ど
を
４

叭
‥

で
歌

い
、
学
級

生

は
矢

し

ぶ
り
に
人

き
な
声

を
出

し
て

、
楽

し

い
学
迎

会

に
な

り
ま
し

た

ま

た
、

六
り

‐‐
卜
四

日
は
、

二
年

後

に
阿
沖
賀
志

合

職
後

人
八
『

午
を

迎
・
え
る
に

あ
た

り

『
阿
沖
賀
心
へ
口
戦

後
か
ら
、
藤
原
氏
の
滅
亡
ま
で
」
に

つ
い
て
、
菊
池
利
雄
先
生
の
講
義
に

よ
り
学
習
を
い
た
し
ま
し
た
。

Ａ コー ラスの学習 （ ‰）▲卿土の歴史を掌ぶ

阿
津
賀
志
学
級
で

視
察
研
修

阿
沖
門
心
学
級
で
は
、
例
年
行
‐つ

て
い
る
春
の
研
修
旅
行
を
、
六
月
一

二
日
行
い
、
し
ト
ミ
＆
の
乍
級
乍
か

参
加

し
ま
し
た
。

研
修
地
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局
、

ヤ
ク
ル
ト
福
鳥
工
場
、
福
島
市
民
家

園
、
県
消
防
乍
校
の
四
か
所
を
見
学

し
、
有
意
義
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

▲消助学枚の調練を視察

女
子
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

会
員
募
集

・

練
習
日
　
価
週
Ｌ
曜
日

乍

筏

じ
時

。
。１

分

か
ら

一

場
　
所
　
県
北
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
中

し
込

み
及

び
問

い
合

わ
せ

は
．

丹

野
坏
ｔ

七

（
魯
八

Ｋ

‐
ｈ

．
）．一

．ｈ
）
か

公
民
郎

（

魯
八
．ｌ

‐
．
フ（

し
八
）
ま

で



町
民
講
座
を
開
設

昭
和
六
十
二
年
度
前
期
の
町
民
学

校
の
ワ
ー
プ
ロ
敦
室
、
写
仏
教
室
、

大
正
琴
教
室
、
水
泳
教
室
、
ゲ
ー
ト

ポ
ー
ル
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

受
講
生
は
、
一
生
懸
命
講
師
の
咒

生
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

続
け
る
ほ
ど
に
、
お
む
し
ろ
さ
が

わ
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

● 大 正 琴 教 窒▲ 写 仏 教 宣

▲ ワ ープロ敏 官

”
母
と
子
の

公
民
館
活
動
”

六
月

の
公
民

館
活

動
は

、
人

聖

紙

芝

叫
（

鉄
の
ｆ

カ
ナ

ヒ

乞

と
折
紙
　

（
ふ
く

ろ
う
）

な

ど
の
、

創
作
活

動

を
行

い
ま
し

た
．

．
年

生
の
参

卯
荐

も
川

え
て

お
り
、

子

供
の

情
操
を

よ
り
豊

か

に
し
、
明

る
く
す

こ
や

か
に
成

長
す

る
よ
う

活

動

心
一
、

尖
施
し

て
参

り

た
い
と
思

い

ま
す
．

婦
人
学
級
で

合
同
研
修
旅
行

去

る
六
り

．
．ト

ペ
日

、
伝
統

の
文

化
や
歴

史

を
体
験

１
｝な

が
ら

、
婦
人

学
級

相
．４

の
女

歓
を
は

か
る

た

め
、

高
城

・
．内
人

陸

・
の

ぱ
・
ら
・
中

火
の

各
婦

人
学
秘

か

ら
叫
卜

人
か

番
加
し

、

会
津

む
而

へ
の
（
口
同
研

修
旅

行
か
尖

施
さ

れ
ま

し
た

．

Ｔ

川
中

は
、
叶

乍

卜
り

に
オ

ー
プ

ン
し
た
眼

立
博

物
館

夲一
睨
察

し
ま

し

た
．
こ
こ

に
は

、
国
川
｀
町

か
ら
の

展

示
物

も
数

多
く

あ
り
．

符

に
国
の

史

跡

一
阿
沖

貿
志

山
防
以

』

を

パ
ノ
ラ

マ
展
示

し
た
コ

ー
ナ

ー
で

は
、

乍
級

七

み
ん
な

足
夲
ｉ

め
て
係

員
の

説
明

に
耳
を

傾
け
、

当
時

の（

口
戦
の
よ

う

す

を
堪

能
し
て

い
ま

し
た

．

午
後
か
ら
は
、
や
は
り
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
の
会
津
藩
校
日
新
館
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
全

国
で
も
高
い
教
育
水
準
に
あ
・
た
と

い
わ
れ
る
会
津
藩
の
学
校
を
復
元
し

た
も
の
で
、
学
級
生
た
ち
も
、
そ
の

ス
ケ
ー
ル
の
人
き
さ
と
。
独
特
の
気

風
に
感
動
し
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

実
際
に
儲
教
の
琳
義
を
受
け
、
当
時

の
教
え
か
現
代
に
も
通
用
す
る
こ
と

を
串
ん
で
き
ま
し
た
。

バ
ス
の
巾
で
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の

楽
し
い
話
し
や
、
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し

ん
だ
り
陌
気
あ
い
あ
い
の
中
、
有
意

義
な
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

Ａ大木戸小学校で

▲県立博勧館前で紀念撮彫

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
代
表
チ
ー
ム

決
ま
る

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
県
北
大
会
か

七
月
十
九
日
に
洲
催
さ
れ
ま
す
か
、

こ
の
ほ
ど
。
楪
目
別
町
予
選
大
会
が

行
わ
れ
、
熱
戦
の
末
、
次
の
チ
ー
ム

が
町
代
表
に
決
ま
り
ま
し
た
。

県
北
人
会
で
の
活
躍
か
期
待
さ
れ

ま
す
。

★
壮
年
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル

宮
町
ク
ラ
ブ

★
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

宮
町
ク
ラ
ブ

★
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

国
見
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

★
軟
式
庭
球

国
見
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ



ま
っ
赤
な
イ
チ
ゴ
に

大

喜

び

六
月
八
日
午
前
十
時
か
ら
。
森
汪

野
季
節
保
育
所
の
園
児
瓦
卜
人
は
、

村
上

１１
さ
ん
（
第
八
）
方
の
イ
チ
ゴ

（

ウ
ス
で
、
イ
チ
ゴ
狩
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

快
晴
に
恵
ま
れ
た
こ
の
Ｈ
、
聞
児

た
ち
は
、
保
宵
所
責
任
者
の
引
地
守

さ
ん
。
保
護
者
会
長
の
斎
藤
呪
子
さ

ん
ら
に
辿
れ
ら
れ
、
徳
汪
字
沼
川
地

内
に
あ
る
イ
チ

ゴ
（

ウ
ス
ま
で
歩
き
、

手
作
り
の
パ
″
ク
に
、
ま
っ
赤
に
熟

し

た
イ
チ

ゴ
を
、

山
も

り
に
な

る
ま

で

と
『

て

い
ま
し

た

。

イ
チ

ゴ
（

ウ
ス

は

。一
。棟

で
、

園
児

た
ち

に
収
穫

の
喜

び
を
味

わ

１
て

む

ら
お
う

と

、
村
上

さ
ん

が
と
ら

ず
に

育
て
て

お

い
た
も

の
で
す

。

園
児

た
ち

は
、
ｆ

や
服
を

ま

っ
赤

に
し
な

が

ら
も
、

一
生
懸
命

に
イ
チ

ゴ
を

と

ご

ヽ
い
ま
し

た
『

収

贖
し

た

イ
チ

ゴ
は
、

早
速
持

ち
か
・
疋
り
、

み

ん
な
で

お

い
し
く

い
た
だ

い
た

と
の

こ
と
で

す

。

▲夢中になってイチゴ狩りを楽しむ

火
の
守
り
の
誓
い
新
た

～
町

消
防
団
で
点
検
～

べ
月

卜
四

日
．
町
消

防
川

の
定

期

点

検

が
尖
砲
さ

れ
ま

し
た
．

午

前

九
叶

に
卜

．
台

の
洲
防

自
動

巾

で
、
町

内

に
整

列
し

た
川
Ｕ

を
観

閲

し
ま
し

た

そ
の

後
、
膝

川
小
学

皎
皎

庭
で
．

通
常

点
検

、
硯

律
馴
練

、
ポ

ン

プ
操

法

、
分
列

行
進
な

ど
か

行
わ

れ
、
消

防
団

ほ
の

キ

ピ
キ

ピ
し

た
行
動

で
、

火

の
守

り
の
誓

い
を
新

た
に
し

ま
し

た
．｛

団
八

皆

さ

ん
の
盛

λ
な
心

気
レ
ー、

消
防
精

神

に
徹
し

た
節
々

あ
る

行
助

を
拝
‥
｝‘し

、
消
防
川

に
吋
す

る

信
頼

の
度

を
一

層
深

め
ま
し

た
｀
と

八
鳥

町
長
職

務
代

理
疔

助
役
か

心
講
評

か

あ
り

、
縫

い
て
、

阿
部
川

妊
か
・・
≒

『
ｉ
町
の
消
防
施
般
、
設
備
は
年
々

充
尖
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
の
維
持
竹
理

に
は
万
全
を
期
し
、
介
事
の
際
に
は

充
分
な
幼
果
か
俳
ら
れ
る
よ
う
に
」

と
訓
小
が
あ
り
ま
し
た
、。

ま
た
、
表
彫
並
ぴ
に
表
彰
伝
速
か

旨
わ
れ
。
前
団
妊
の
抃
元
治
さ
ん
ら

に
、
町
長
。
団
長
か
ら
感
謝
状
と
記

念
品
か
１
岐
さ
れ
ま
し
た
。

き
ら
に
。

１１
般
表
彰
膏
と
し
て
。

消
防
活
動
協
力
者
の
佐
藤
尢
ｔ

さ
ん

（
小
坂
）
。
高
橘
静
火
・
栄
き
乂

（
貝
Ⅲ
）
と
、
人
命
救
助
協
力
者
の

佐
藤
祐
子
さ
ん
（
小
坂
）
、
梅
沖
１
、

廣
さ
λ
｛
福
励
巾
・
警
伽
保
障
セ
コ

ム
勤
務
｝
か
受
賞
さ
れ
ま
し
た

▲勢ぞろいした団員の皆さん

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

Ｌ
Ｕ
Ｋ
Ｈ
、
河
川
笑
化
作
耄
か
県

ド

。
‘″‥
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

朝

方
、

か
な
り

強

い
雨

か
降
り
ま

し
た

が
、

各
郎
藩
会

の
皆

さ
ん
及

ぴ

町
内

各
Ｌ

木
業

者

の
方
々

の
積
極

的

な
参
加

で
、

大
き

な
成
果

を
あ
げ

る

こ
と

か
で
き

ま
し

た
．

一
郎

七
川

十
二
日

実
施

の
地
城
し

あ
り
ま

し

た
が
、
国

見
町

全
体
で

約

二
千

二
百
人

も
の
参

加
か

あ
り
、

町

内

を
流

れ

る
一
級
河

川

（
普
蔵
川

・

沌
川

・
Ｌ

碪

川
・
牛

沢
川

）
を
中

心

と
Ｌ

て
、
空

か
ん

・
廃

ビ
ニ
ー

ル
・

廃
プ
ラ

疋
チ

Ｊ
ク

・
廃
材

な
ど
の

ゴ

ミ
の

回
収
及

び
雄

木
伐
採

・
卓
刈

り

か
行

わ
れ
ま

し

た

ち
な

み

に
同
収

さ
れ

た
ゴ
ミ
瓢

は

ダ

ン
プ
で

二
十

一
台
分

、
約
じ

・
．．．

ト

ン
に
の

ぽ
り
ま

し
た
．

日

ご
ろ

か
ら
河
川

へ
の

ゴ
ミ
や

令

き
か

ん
な

ど
の
投

げ
捨
て

は
絶
対

し

な

い
よ
・
り
に
心
が
け

、
き

れ

い
な

川

を

い
っ
ま
で

も
国
口
｀
町

に
残
し

た
い

む
の
で

す

ね
／

▲覃が刈りとられ．きれいになった滝川

(山崎字川前地区)

編

集

日

記

○
今
年
の
梅
雨
は
、
加
半
か
カ
ラ
梅

雨
と
い
わ
れ
、
ま
た
、
暖
冬
の
せ
い

む
あ
り
、
全
国
的
に
水
不
足
で
、
給

水
制
限
の
で
て
い
る
県
も
あ
り
ま
す
。

梅
雨
明
け
ご
ろ
に
は
、
局
地
的
な
大

雨
も
あ
る
と
の
こ
と
。
昨
年
八
月
の

集
巾
豪
雨
の
よ
う
に
は
な

。
て
ほ
し

く
な
い
も
の
で
す
ね
。。

の
晦
雨
独
得
の
肌
寒
い
日
が
続

い
た

と
思
っ
た
ら
、
い
き
な
り
三
十
度
を

こ
す
猛
暑
。
体
に
変
調
を
き
た
し
か

ち
で
す
の
で
。
十
分
注
意
し
た
い
も

の
で
す
。

ご
今
乍
も
早
い
む
の
で
、
緊
分
か
過

ぎ
ま
し
た
。
こ
の
ご
ろ
、
川
日
の
た

っ
の
か
早
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
歳
の
せ
い
（
？

）
か

な
ど
と
Ⅲ
穹

た
り
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
丘
日
に
、
町
内
一
斉
に
ク
リ
ー
ン

ア

。
ブ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
か
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
ら
、
町
尺
の
杵
さ

ん
の
ご
協
力
で
、
人
き
な
成
恥
を
あ

げ
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
か
、
あ
い

か
わ
ら
ず
の
空
カ
ン
や
ゴ
ミ
の
多
さ

に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

１１

人
ひ
と
り
か
注
意
す
れ
ば
、
ゴ
ミ
拾

い
な
ど
必
曁
な
い
と
思
い
ま
す
、
笑

し

い
河
川
は
、
私
た
ち
に
潤
い
と
安

ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
ふ
る
さ

と
の
す
ば
ら
し
い
自
然
を
、
係
7
.の

代
ま
で
、
応
し
い
姿
で
吸
し
た
い
も

の
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　

Ｓ

裴
叮
・
編
Ｉ

国
兇
町
企
直
源

福
鳥
県
伊
達
郡
国
兄
町
人
字
藤
川
字

．ｒ

Ⅲ
こ
２
の
１

一

九
六
九
‐

↓
七

・
ｓ

う
三

四
£
一
八
紅
！
．：

：

（
代
窟
ゝ


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10

